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件名：甲府市内のインフルエンザ発生状況について

甲府市内において、インフルエンザ発生状況が警報レベル基
準値の30以上となり、警報レベルに入りましたので、注意喚起
のため情報提供します。

概要：
令和5年第43週（10月23日～10月29日）の感染症発生動向調査の

結果は次のとおりです。

インフルエンザの定点あたり報告数： 35.22 （※１）

警報レベル基準値（※２）の30以上となったことから、甲府市内は
インフルエンザの警報レベルに入りました。
今後、流行が更に拡大する可能性があることから、別紙の予防対策を

改めて市民に周知したいので、報道機関の皆様方にもご協力をお願いし
ます。

※1 定点９医療機関の合計報告数 317 人
317人÷９医療機関＝35.22 人

※2 定点1医療機関あたりの報告数が
定点1医療機関あたりの報告数が10以上 注意報レベル
定点1医療機関あたりの報告数が30以上 警報レベル

【直近の定点あたりの患者数】

４2週 ４１週 ４０週 ３９週 ３８週

26.44 12.22 11.78 7.89 3.11

◆問い合わせ先◆
福祉保健部医務感染症課 課長 長澤 直紀 （055-244-6750）


